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	�■長崎県内の個別避難計画策定状況�������　�������●令和6年度上半期における個別避難計画作成済み人数の増加は1,871人で、昨年の同期間と比べ大幅に増加した。�   (R5.4.1～R5.10.1までの半年間での増加数は　553人）��●複数の市町において、順調な取組の推進がみられるようになった一方で、具体的な動きとして形にならない�   市町が明らかになってきた。�　�
	〇継続してモデル事業に取り組むことで、県内市町の個別の現状把握や課題の共有ができてきており、�　市町の状況に沿った支援につながってきているのではないかと思います。�〇定期的な県内市町間の情報共有の場をもつことにより、取組への意識啓発や市町間のノウハウの�　共有につながっていると思います。�〇個別訪問や会議など、防災部局と連携して取り組み、そのような県の連携の姿を、市町の皆様に�　お示しできているのではないかと思います。�◆メッセージ：「継続とつながりが力になる」���

